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学校教育目標 

『勇気ある子ども』（全体目標） 

〇「自分で考える子」（知） 

〇「思いやりのある子」（徳） 

〇「たくましい子」（体） 

 

「もう少しやってみよう」を大切に 

校長  島   朋 朗     

 長い夏休みが終わり、２０日から２学期が始まりました。久しぶりに子どもたちの元気な声が学校

に戻ってきたことを、大変うれしく思います。ご家庭での夏休みの生活や様々な経験を通して、心も

体も一回り成長したことと思います。 

 ２学期は、一年間の中でも子どもたちが大きく成長する時期です。学習では、これまでに身に付け

た力を生かしながら、さらに難しい内容に挑戦します。また、学習発表会、各学年の様々な活動な

ど、友達と協力し、一つのものをつくり上げる機会も多くあります。 

 そんな２学期に、子どもたちに大切にしてほしいのが、「すぐにうまくいかなくても、もう少しやっ

てみる」という気持ちです。 

 １学期の終業式で、私は子どもたちに「やるべきことをしっかりやる」ことについて話しました。

その中で、時には「我慢すること」も必要であり、その我慢する力は、これから社会の中で生きてい

くためにも大切になることを伝えました。 

 我慢するというのは、ただ嫌なことを無理にさせることではありません。やりたいことを少し後回

しにしてやるべきことに取り組むこと、苦手なことから逃げずにもう一度挑戦すること、思い通りに

ならないときに感情のまま行動せず、一度立ち止まって考えること。そうした小さな経験の積み重ね

が、自分自身を支える力になっていきます。 

 勉強が難しくて「もうやりたくない」と思うこともあるでしょう。練習してもうまくできず、「もう

やめたい」と思うこともあるでしょう。友達との関わりの中で、思い通りにならないこともあるでし

ょう。そんなとき、「もういいや」とあきらめるのではなく、「もう少しやってみよう」と自分を励ま

すことが、子どもたちの成長につながります。 

 こうした力を育てるためには、学校だけでなく、ご家庭での関わりも大きな意味をもっています。 

 子どもが「できない」「やりたくない」と言ったとき、保護者の皆様も、どこまで頑張らせればよい

のか迷うことがあるのではないでしょうか。「無理をさせたくない」「つらい思いをさせたくない」と

思うのは、子どもを大切に思うからこそです。 

 もちろん、子どものつらさや困り感を無視して頑張らせることがよいわけではありません。困った

ときには、周りの大人に相談し、助けてもらうことも大切です。一方で、すぐに大人が答えを出した

り、困らないように先回りしてしまったりするのではなく、「もう少しだけやってみようか」「一緒に

考えてみよう」「失敗しても大丈夫だよ」と背中を押すことも、子どもの成長にとって大切な支援だと

思います。 

 子どもたちがこれから社会に出たとき、いつも自分の思い通りになるわけではありません。苦手な

ことに向き合わなければならないときも、思い通りにならないこともあります。そんなときに、自分

の気持ちをコントロールしながら、やるべきことに向き合い、必要なときには人に助けを求めること

ができる。そうした力を、今の学校生活や家庭での毎日の積み重ねの中で育てていきたいと考えてい

ます。 

 学校でも家庭でも、「失敗しても大丈夫。もう一度やってみよう」「自分で決めた

ことは、最後までやってみよう」という言葉を大切にしていければと思います。家

庭と学校が同じ方向から子どもたちの背中を押すことで、子どもたちは安心して挑

戦することができます。 

 私たち教職員も、子どもたちの小さな変化や頑張りを見逃さないように、一人一

人の成長を支えてまいります。２学期が、子どもたちにとって「できるようになっ

た」「頑張ってよかった」と実感できる時間となるよう、学校と家庭、地域が力を

合わせて教育活動を進めていきたいと思います。 

 ２学期も、保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～８・９月の学習・生活目標～ 
学習：正しい姿勢で話を聞こう！ 
生活：友達の話をよく聞いてから話そう。 

日 曜 新地バス 明和バス

1 火 特6日課 クラブ⑤
13:50
14:45

14:45
15:30

2 水 全校朝会 放
14:45
15:30

14:45
15:30

3 木 🦷 ふ
14:45
15:30

14:45
15:30

4 金 4年社会科見学学習 放
14:45
15:30

14:45
15:30

5 土

6 日

7 月 特5日課 13:50 13:50

8 火 特5日課 13:50 13:50

9 水 特5日課 13:50 13:50

10 木 🦷 ふ
14:45
15:30

14:45
15:30

11 金 特別支援教育振興会体験学習 放
14:45
15:30

14:45
15:30

12 土 恵比須神社例大祭 祭典巡視①

13 日 恵比須神社例大祭 祭典巡視②

14 月 芸術鑑賞会(劇団風の子) 放
14:45
15:30

14:45
15:30

15 火 特6日課 前期児童会⑥
13:50
14:45

14:45
15:30

16 水 放
14:45
15:30

14:45
15:30

17 木 ４年ウニ人工授精体験 🦷 ふ
14:45
15:30

14:45
15:30

18 金 放
14:45
15:30

14:45
15:30

19 土

20 日

21 月 敬老の日

22 火 国民の休日

23 水 秋分の日

24 木 4時間授業日　2年学級レク 13:00 13:00

25 金 放
14:45
15:30

14:45
15:30

26 土

27 日

28 月 放
14:45
15:30

14:45
15:30

29 火 特6日課
13:50
14:45

14:45

30 水 放
14:45
15:30

14:45
15:30

📖:読み聞かせ　🦷:フッ化物　放:放課後学習　ふ:ふるびら塾

行事等
７月24日(金)に、第76回｢社会を明るくする運動｣北後

志住民集会が積丹町総合文化センターで行われました。 

応募された古平町の代表作品のうち、次の作品が入賞

し、表彰されました。 

標 

語 

○ともだちが にこにこえがお うれしいな 

 １年 岸本 悠利 さん 

○「だいじょうぶ？」 仲間をすくう あい言葉 

 ４年 古山 凪華 さん 

○あいさつは 人の心を 動かせる 

 ５年 本間 縁 さん 

作 

文 

○挨拶の大切さ 

 ６年 阿部 心咲 さん 

※古平町の他の入賞作品については、メールにてお知ら

せ済みです。 

～開校記念日について～ 

 ８月31日（月）は古平小学校開校記念日により学校は

お休みとなります。詳細は21日付け配信のtetoruのお知

らせをご覧ください。 

 子どもたちの有志が頑張って作ってきてくれた作品の一

部を紹介します。刺繍、折り紙の小物、中には巨大な「剣

」の作品もありました。全員での取組ではないものの、出

品作品はどれもステキな出来栄えのものばかりで、夏休み

の奮闘ぶりがうかがえました。 
9/19～9/23 シルバーウィーク!! 

 シルバーウィークという名前は、5月

の大型連休「ゴールデンウィーク」と対

になるように名付けられました。 

 敬老の日を含む連休になるのでシル

バーという名前が使われたとも言われ

ています。 

 8月27日(木)、6年生で「非行防止教室」を行いました。警

察署少年課の方から、薬物乱用の恐ろしさや実際の事例に

ついて具体的な講義を受けました。決して対岸の火事では

ないことを知り、子どもたちは楽しく学びながらも真摯に

受け止めていました。今回の学びを、危険から自分を守る力

として今後の生活に生かしてほしいと思います。 

  

https://nihon-nenchugyoji.jp/keirounohi/

